
境界 に立つ女 ゴー レム
ー ア ヒ ム ・ フ ォ ン ・ アノレニ ム 『エ ジプ ト の イ ザベ ラ 』 にみ る

ジ ェ ン ダー について ー

中 間 朔 子

は じ め に

ユ ダヤ教の ゴー レム伝説か ら材を取っ た物liH 『エ ジプ ト のイ ザベ ラーー皇帝カ ール五役、 若

き 自 の初恋』 （ 1 8 12） の 中 で、 ア ヒ ム ・ フ ォ ン ・ アルユ ム （ 1 78 1 ・ 1 83 1 ） は女性の ゴー レ ム （人

造人間） を描き 出 した。 t アルエ ム が ゴー レ ム に女性の姿を ま と わせた こ と に、 私 た ち は注意

を 向 け な ければな ら ない。 なぜな ら 女性の ゴー レ ム は、 伝説において は基本的に登場 し ないか

ら であ る 。 そ も そ も ゴー レム の製造 と は神 に よ る ア ダム創造の再現であ り 、 それゆ え ゴー レ ム

は男性の形 を模 して作 ら れて き た。 2 それでは、 女性の形 を模 して作 られた ゴー レム は、 いか

な る 点で男性 の ゴー レム と 異な る のか． 本稿では こ の疑問に答 え る た め に 、 アルニ ム が 女 ゴー

レム に容I］ り 当 て た役割 と そ の 作用 をテ ク ス ト か ら 分析 してい く 。

伝説の ゴー レ ム と 『エジプ ト のイ ザベ ラ 』 の ゴー レム と を比較する さ い争点 と な る のは、 製

造＊・を破滅へ と 導 く ゴー レ ム の性質であ る 。 アルニ ム が下敷き に した ゴー レム伝説について は、

本稿 を展開する う え で しば し ば立 ち 返 る こ と に な る ので こ こ でそ の あ ら ま し をみてお く こ と と

する。 1 808 年にヤー コ プ ・ グ リ ム ( 1 785・1 863） は、 東欧のユダヤ人た ちの問で詔 り 継がれて き

た ゴ｝ レ ム伝説を ドイ ツ の教義市民層 に紹介 し た。 それ以降ゴ｝ レ ム伝説は ユ ダヤ人ではない

作家 ら に よ っ て税短的に文学作品 に取 り 入れ ら れる よ う に な る。 そ の先日Iiを切 っ たのがアルニ

ム で あ っ た。 そ こ でま ず グ ロ ム に よ っ て紹介 さ れた ゴー レム伝統の全貌を確認 したい。

ポー ラ ン ドのユ ダヤ人た ち は、 あ る 種の祈梼を唱 え 、 i折食を行 っ た後で、 粘土あ る いは限

で人型を作る。 そ し て、 こ の人形に 向かつ て奇蹟を も た ら す シ ェ ．ム ハム フ ォ ラ ス を怒 り か

アルニ ムの 『エ ジプ ト のイ ザベラ』 のテ ク ス ト は以下の も の を使用 し、 引用 は！�弧内にA数のみを犯

す. Arnim, Ludwig Achim von: Isabella von Agypten, Kaiser Karl des Filnflen erstc Jugendliebe. In: Dcrs. : 
Samtlicfle Romane 1md Er.:tiflf1mge11. Bd. 2. l lrsg. von Walther Migge. Mllnchen 2002, S. 452・557.
1 ドイ ツ語において 「 ゴー レム」 と い う 単語は男性名 筒であ る が 、 アルニ ムは，，die Golem“ と 綴る こ と
で、 男 の ゴー レム と 女の ゴー レム と を使い分けている。
2 Vgl. Scholem, Ge時hom: Zrtr Kabba/a 1111d ih1官·rSymbo/ik. Frankfi1rt a. M. 20 1 3  [ 1 973], S. 21  l .  
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け る と 、 人形は生命 を獲得す る だろ う 。 そ の人形は諮る こ と はで き ないが、 話 さ れた こ と

や命令 された こ と はかな り の程度理解す る。 彼 ら は こ の人形を ゴー レム と 呼び、 あ ら ゆ る

家事労働を行 う 一人の召使 と して用いたが、 ゴー レ ム は家の外に出 る こ と を章者止 さ れて い

た。 と こ ろ で、 ゴー レムの額に は 「真理／神J (aemaeth） と 替かれてお り 、 彼 は 日 毎に体

重を噌 した。 そ してす ぐに家の者た ち よ り も 大き く 、 強 く な っ た。 最初 はあんなに小 さ か

っ た の だが。 ゴー レ ム に恐れ を な し た 人び と が 、 扱初の一文字 を 消 し 、 「彼は死ん だJ

(maeth） と する と 、 彼は崩れて も と の粘土に戻 る。

しか し あ る と き ひ と り のユダヤ人が ゴー レ ム を成長す る ま ま に し ておいたので、 そ の額に

手が届かな く な っ て し ま っ た。 恐ろ し く な っ た男 は彼の長靴を脱がせる よ う 召使に命 じた。

男 は し ゃ がんだ隙に ゴー レム の額の文字を消すつ も り だ っ た の だ。 事は思惑通 り に運び、

最初の一文字を消す こ と に成功 した。 し か し 、 粘土の塊がそのユ ダヤ人の上に崩れ落ちて、

彼 を完全に押 しつぶ して し ま っ た。 3

こ こ で重要な こ と は、 ゴー レ ム は意図的に製造者を破滅 さ せ る のではな い と い う 点であ る。 ゴ

ー レ ムが人間に と っ て勃威 と な る の は、 製造者の不注意が原因 と 考え られる のだ． つま り 製造

者は ゴー レム を コ ン ト ロ ールでき な く な っ て い る のである。

こ の よ う な ゴー レ ム の制御不能性のモチー フ は、 伝説の 中 では比較的新 しい ヴァ リ エー シ ョ

ンであ る が、 省 当 時のキ リ ス ト 数社会 において も広 く 受 け入れ られ、 20 世紀前半にプラハで成

立 した ゴー レ ム伝説に も 受 け継がれて い く 重要なモチー フ で あ る . 5 アルニ ム も ま た、 ゴー レ

ム が製造者を打ち倒 した絡を 、 グ リ ムが紹介 し た伝統の ま ま の形で 『エ ジプ ト のイ ザベラ 』 に

取 り 入れて い る （508） 。 女 ゴー レム を製造 したユダヤ人は、 ゴー レ ム を製造する と さ ま ざま な

不幸が起 こ る のだ と 警告 し、 そ の例 と して グ リ ム の伝説の グァ リ エー シ ョ ン を 引 合い に 出 して

いる。

アルニ ム の 同 時代人で 『隠者のための新聞』 の共同編集者 で あ る ク レ メ ンス ・ プ レ ンタ ー ノ

( 1 778・ 1 842） は、 こ の ゴー レム伝統の ヴァ リ エー シ ョ ンを次のよ う に解釈 している。

1 Grimm, Jacob: Entstehung dcr Vcrlagspoesie. In: Zei11111gfiir Einsied/er 7 (23. April I 808), S .  56. ヤー コ プは‘
ゴー レム伝統に 『出版社持J と い う 君主題をつけて 『偲者のための新rm』 に再録 した. 1JJtl:\ の表題は f ゴ
ー レム伝説j である． こ こ に掲載 した再録の版 と 初出 の！混 と で、 内容に!Pl同はない。
4 シ ョ ー レ ム に よ れば、 ゴー レムが周回のill•界にfiti与を加 え る と い う 襲来は I7 l!t紀のポー ラ ン ドで初
めて確認されたものであ る. Vgl. Scholem, a. a. 0., S. 254f. 
5 ゴー レ ムのlliljj,同l不能性の モチー フ は現代に も受 け継がれ、 ゴー レ ム を前駅する う えで さ ら な る 発肢
の契機 と な っ てい る 。 ［ ゴー レム はiiiに、 人!Illが世界の コ ン ト ロ ールを失い、 機械がそれに と っ て代わ
っ て いる こ と を示す前穏に と どま ら な い＠ それは戦争 と 暴力 に ま つ わ る 不可避の盲 目 性についての向
指でも あ る の だ。 J 参照、 ア ン ト ニオ ・ ネ グ リ ／マイ ケル ・ ハー ト 『マルチチ ュ ー ド （上） く ’帝国 ＞時
代の戦争と 民主主義』 （幾ぬ司幸子 訳） 日 本放送出版協会 2005 �、 4 1 、 42 賞。
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う わベだけの模造品 はすべて 、 し ま い に は 自 ら の主人を打ち倒すのだ。 我々 はいつの時代

も こ の こ と についての例を数 え き れないほ ど持っ ている。 政ーの芸術作品 のみが 、 つま り や11

の手に よ る被造物のみが永遠であ る。 た だ一人主のみがその作品 よ り は る かに大き く 、 自

ら の似姿に倣っ て創っ た人間の額に書いた 『真理J にいつ も 手が届 く ので あ る 。 6

こ こ で も ま た グ ロ ム が紹介 した伝説 と 同様に、 ゴー レム に打ち倒 さ れ る 原因 は人間の側に帰 tさ

れ て い る 。 た だプ レ ン タ ー ノ の場合は、 神 と 人間の身体的 な大 き さ に焦点が 当 て られている。

神は人間 よ り も圧倒的に大 き いた め に 、 人間が神 を押 しつぶす こ と はでき な いのである。 しか

し人間対 ゴー レ ム の場合はそ う はいかない。 ゴー レムはあっ と い う 間 に製造者 よ り も 大 き く な

っ て し ま う 。 こ の こ と は人間が身体的な限界に紛 ら れて い る こ と を 明 ら かにする。 それでは、

身体の商で ゴー レム が製造者に と っ て脅威 と な り う る状況 と はいかな る も の か。 こ こ で再びゴ

ー レ ム の性別 に留意 したい。 それ と い う の も伝説にみ られた ゴー レ ム の 肉体的な特徴 （体重の

姻加、 身長の地長、 と り わ け力の地強） は、 ゴー レムが男性であ る こ と を前提 と して い る か ら

である。

こ れに対 して 『エ ジプ ト のイ ザベ ラ 』 において女 ゴー レムは大き く な る こ と もカ強 く な る こ

と も ない。 アルニ ム に よ る ゴー レ ム は、 伝統 と 同 じ ゴー レ ム であ っ て も 一見する と 女性なので

あ る 。 後 に詳 し く みてい く が、 ゴー レ ム の性別の転換は、 ゴー レム緊材について 回 る 危険の様

相 に も 変化を及ぼすのである。

こ の作品に 関する こ れ ま での研究は、 ゴー レ ム の性£1］の転換に疑問を投げかけて こ な か っ た。

ドイ ツ 文学におけ る ゴー レ ム伝説の利用 を い ち はや く 研究 したベア テ ・ ロ ーゼ ン フ ェ ル ト は、

『エ ジプ ト のイ ザペ ラ 』 に登場す る ゴー レ ム を女主人公イ ザペ ラ の ド ッ ペルゲ ンガー と みな し

て い る。 7 ま たアルニム研究の主流を な し て い る 持論的観点か ら の作品解釈におい て も 、 ゴー

レム はイ ザベ ラ の複製であ る と い う 前提で し ば し ば紛が展開 さ れてい る 。 8 た しかに女 ゴー レ

ム の外見はイ ザベ ラ の f似姿 （das Ebenbild) J (507） そ の も のである。 それゆ え こ の物語におい

6 B町ntano, Clemens: Erklarung der sogenannten Golcm in der Rabbinischen Knbbala. [ 1 8 14] In: Dcrs.:  JJ匂·ke.
Bd. 2. H尽E・ v. Wolfgang F凶hwatd u. Friedhelm Kemp. Mtlnchen 1 963, S. I I 22f. 
7 Vgl. Rosenfeld, Beate: Die Golemsage 1111d ihre 防＇nrert1mg in der deutsclum Liter，α'//Ir. Breslau 1 934, S. 49. 
8 以下に挙げる 先行研究は、 ゴー レム と イ ザベラ と の 「銃像J !Ml係 を 、 ロ マ ン主義の fゆが んだ銑j
の表象 と し て 解釈 し て い る 。 Vgt. Rezai心ubiel, !.asmin Marjam: Die Dek＇叩struktion des romantischen 
Geniekonzcpts in Achim von Amims Isabella 、•011 Agyplen. In: Rl!Vista de Filologfo Afemana 22 (201 4), S. 
73・92, hier S. 84; Kilcher, Andr哩as B.: Die 砂mclrlheorie der Kabba/a als tisthetisclies Paradigma: die 
Ko11slrt1klio11 einer ぬ’thetischen Kabba/a seir der friihen Nr!ll=eil. Stuttgaπ 1998, S. 307-3 1 7, hier S. 31 1 ;  
Bonfiglio， η】omas P.: A Tropical 羽cw o f  Irony and Sati問 in Amim's lsabella von Agyplen. In: Colloquia 
germanica 1 8  ( 1985), S. 22 1-228, hicr S. 223. ロ ーゼ ン フ ェル ト や レザイ ＝ ド ウ ピエル、 そ してキルヒ ャ
ーの研究で は、 アルニ ム の 『 ゴー レムJ を論 じ る さ い－:Vt して男性名 詞 ”der Golem“ が用 い ら れて い
る。 ま た ポ ン フ ィ リ オの尖結論文では、 女 ゴー レムの女性伎についての設及はない，
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て ゴー レ ム が女性であ る こ と は一見する と 当然の こ と の よ う に恩われる。 しか し、 単にイ ザベ

ラ の桜縦であ る な ら ば ゴー レム ではな く 人形を用 いれば事足 り る はずであるa

ゴー レ ム は科学の産物ではない と い う 点で人形 と は明確に 区別 されなければな ら ない。 む し

ろ ゴー レム は宗教的な想像力の産物である。 ハイ ン リ ヒ ・ ハイ ネ （ 1 797- 1 856） は、 その著書 『 ロ

マ ン派』 ( 1 836） においてアルニム に よ る 女 ゴー レム を 「幽霊J 9 と 呼び、 フ ラ ンス 人に向かつ

て次の よ う に忠告 している。

狂気や幻覚やil£界の恐 ろ し い も の はすべて 、 私た ち ドイ ツ人に任せた ま え。 ドイ ツ こ そ 、

魔法使いの老婆や死んだ1i�皮男や、 男や女の ゴー レム、 そ して と り わけ小 さ な コ ルネ リ ウ

ス ・ ネーポス の よ う な元91!1に と っ て 、 も っ と も好都合な聞なのだ。 10

こ こ でハイ ネが言及 し て い る f魔法使いの老婆J f熊皮男J r コ ルネ リ ク ス ・ ネーポス j と はそ

れぞれゴー レム と 問機 『エ ジプ ト のイ ザベラ』 に主主務する 不思議な人物 た ち である。 こ う した

登場人物たちは、 「まE気」 や 「幻覚J 、 f霊界J と あ る よ う に、 科学的 と い う よ り は、 迷信に満 ち

た不合理な存在で あ る。 彼 ら は民間信仰の領域に属 してお り 、 それぞれ 自 然崇拝 と 結びついて

い る 。 ただ し ゴー レ ム の超 自 然的な出生は、 自 然崇拝にではな く 、 先に触れた よ う に神 に よ る

ア ダムの創造に負 っ ている。 ゴー レ ム の製造は人間離れ した技である。 それは、 本来な ら ば人

間 に は認識する こ と も把握する こ と も 不可能な神の技を手本 と してい る。 こ の よ う に ゴー レム

と い う 存在を定義する さ いにはつねに ア ダム に立ち戻 らねばな ら ない。

人類最初の女 （イ ヴ） はアダム が土か ら創 られたの と は異な り 、 アダム の肋骨か ら創 ら れた。

こ こ か ら 類推 し て 、 イ ヴはア ダムがfljl に よ っ て創 ら れた と き すでにアダムに内包 さ れて い た と

考 え られる。 それな ら ば、 ア ダム創造の再現であ る ゴー レム に も 、 女へ と 分化す る可能性が内

包 さ れて い る と は い え な いだろ う か。 本稿の結論を先取 り し て い えば、 女 ゴー レ ム は 、 男 女 と

い う こ項対立の ど ち ら かに振 り 分け られる存在ではな く 、 ジェ ング一間の境界に 立つ干判定なの

である。 そ して、 境界に立つ こ と に よ っ て女 ゴー レ ム は、 社会的 に形成 さ れた男女 と い う 区別

がいかに暖味であ る かを恭露する。 こ こ ではこ う し た ジ ェ ンダー観を形作っ て い る のは西洋の

白 人男性を 中心 と し た家父長約な秩序である． 女 ゴー レ ム は こ れを撹乱す る存在な のであ る。 1 1

9 Heine, Heinrich: Die Romantischc Schute. Jn: Ders.: Werke. Bd. 2 .  Hrsg. von Stuart Atkins, MUnchen 1 973, S. 
23 1 .  
1 0  Ebd., S. 233 . 
I I 本稿では女 ゴー レムのジz ンダーにr:lll して 、 グナ ・ ハ ラ ウ ェイ の 「サイ ボーグ宣言」 を参考に して
いる． ダナ ・ ハ ラ ウ ェ イ 『サイ ボー グ ・ フ ェ ミ ニズム』 （典孝之／小谷真理 編） ト レ ヴイ ル 1 99 1 年．
ハ ラ ウ ェイ に よれば 「女性の経験J ほ どサイ ボー グ的な も の はな� ＇• こ こ でい う サイ ポー グ と は、 f架
空の生物であ る と と も に、 現実社会の産物 で も あ る ん ハ ラ ウ ェ イ は、 女性であ る と い う 状態 自 体が本
来存夜 していない と 言明する。 これが 「架空の生物J と しての女性である。 問時に、 女性であ る こ と
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こ の こ と を明 ら かにする ために、 第一章では女 ゴー レム を め ぐ る 諮 り に悠点を 当 て て 、 認 り

手をi狗気化す る。 す る と こ こ か ら 白 人男性を 中 心 と したさま説が 明 ら か と なる。 そ して 第二章で

は、 話 り 手の父権的な偏見を手掛か り に こ の物穏にお け る 女性 と は何か、 男性 と は何かを考察

する。 そ し て第三君主では、 第二傘で明 ら か に な っ た男女の規範 と 女 ゴー レム と を比較す る こ と

で、 女 ゴー レ ムが 白人男性を 中心 と した父格的な ジェ ン ダ｝観に収 め る こ と のでき な い存在で

あ る こ と を明 ら カミlこ勺Tる。

1 . 女ゴー レムをめ ぐる諮 り の分析
第一家の 白 的は こ の物絡の話 り 手を前景化す る こ と に あ る が、 そ の 前 に ま ず物認の大枠を扱

級 し た い。 物naの郷台 と な る のは 1 5 1 6 年か ら 1 5 1 7 年頃のベルギーの都市へ ン ト であ る 。 ジプ

シーの少女イ ザベ ラ はへ ン ト か ら程遠 く な い ス ヘルデ河の ほ と り の あ ば ら家に父 と 怒 ら し て い

た。 物語の 冒頭、 そ の あ ば ら 家にイ ザベラ が一人でい る と き に、 ジプシーの老婆プ ラ ー カ が訪

ねて き て 、 イ ザベ ラ の父が死んだこ と を知 らせ る 。 イ ザベ ラ の父は、 ジプシーの徐大な統率者

で あ っ た が 、 無実の罪を着せ られて 、 絞首IBJに処せ られたのだ。 天渡孤独の身 と な っ たイ ザベ

ラ は、 ｛fit大な統E持者であ っ た父 に代わ り 、 放浪の民で あ る ー践を故郷エ ジプ ト に連れて帰 る と

い う 希望を託 さ れ る こ と にな る。 父 の死後、 イ ザベ ラ は さ ま ぎま な出来事に巻き 込まれつつも

自 ら の使命 を遂行す る た め に行動を起 こ し、 最後には一族をEおいてエ ジプ ト への帰還を果たす。

こ の物語の本筋は、 イ ザベラ が世間知 らずの少女か ら 、 民族の主導者へ と 成長する ま でに あ る。

そ の他の登場人物た ち は 、 良 き につ け悪 し き につけイ ザベ ラ と の関係において語 ら れ る 。 こ

の物語の日i]Jmに 「皇帝カ ーJレ五世、 若 き 日 の初密J と あ る よ う に、 イ ザベラ の内面的な成長は

皇帝カ ール五世 と の恋物語に負 う と こ ろ が大き い。 イ ザベ ラ と カ ールは互い に悲かれ合いなが

ら も 、 身分や立場の遣いか ら すれ逃い、 互いに思い を伝え られないでいる。 と り わけイ ザベ ラ

は、 ジプシー と い う 出 自 のた め に財産を持ち合わせてお ら ず、 カ ールのf主むへ ン ト に行 く た め

に金をヱ面 しな ければな ら な い． し か し 、 働いた経験 も 知織 も ないイ ザベ ラ は、 父が遺 した魔

術諜に頼る しかない。 イ ザベ ラ はそ こ でアルラ ウ ン と い う 人間の形を した縞物の根の情報 をみ

つけ、 こ れ を掘 り 起 こ す。 アルラ ウ ンは財宝をみつ け る 能力 を持っ て い る ので あ る 。 こ の よ う

に し て物語は、 イ ザベラ を 中心に現実 と 幻惣が混 ざ り 合いなが ら 進展 し て い く 。

も ち ろん女 ゴ｝ レ ム は幻想の領域に属 してい る 。 女ゴー レ ム はカ ールの命令に よ っ て作 られ

lま父権時IJな どの社会的現実を経験 して い く う ちに呑みこ ま される制度である。 こ う した 「女性の経験j

は、 政治的に作 られた も のであ り 、 「現実社会の産物J であ る。 つま り 、 サイ ボー グは男女の性差を11可
従 と した生殖＝再生産のモデルを虚偽 と して暴き 出す、 f脱性差時代の世界の産物J である。 こ の よ う
なサイ ボー グは、 男性中心主筏の伝統が苧む階層的二項対立に還元する こ と のでき ない存夜であ る と
い え る 。
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た。 それ と い う の も 、 アノレラ ワ ンが イ ザベ ラ を 自 分の裂に し よ う と 企 て た た めであ る。 イ ザベ

ラ はカ ールの こ と を愛 している のだが、 気立ての優 し さ か ら アノレラ ワ ンに逆 ら う こ と がで き ず

にいる。 そ こ でカ ールは、 アルラ ウ ン を鴻すた め に イ ザベラ に似せて ゴー レ ム を 作 らせたので

あ る 。 アルラ ワ ンは、 イ ザベラ と 女 ゴー レム と が取 り 替 え ら れた こ と に気づかず に、 女 ゴー レ

ム と 結婚する。 しか し、 実際の と こ ろアルラ ウ ンは 自 ら の意思で女 ゴー レ ム を選び と っ ている。

アノレラ ワ ンは、 イ ザベラ が女 ゴー レム と 対面 した と き 、 本物のイ ザベラ を見分け ら れないばか

り か女 ゴー レムに味方 し 、 さ ら には女 ゴー レムが土 く れに戻 さ れその正体が明 ら かに な っ た後

も 、 女 ゴー レ ムの土 く れを集めて元の形に戻そ う と す る のである。 そ し て カ ール も ま た、 自 ら

作 らせておき なが ら 、 途 中 か ら 女 ゴー レム と イ ザベラ と を取 り 逃えて し ま い、 女 ゴー レ ム の廊

に な っ てい く 。

では女ゴー レ ム の何が カ ーノレ と アルラ ウ ンを魅了 し て い る の か と い え ば、 飾 り 立て た外見の

美 し さ と 、 官能的な性質で あ る 。 アルラ ウ ンがイ ザベラ を追い払 っ た理由はま さ に こ こ にあ り 、

f ど さ 回 り の女楽士の古いぼろ を着たイ ザベラ よ り も 、 器飾っ た ゴー レム の ほ う が気に入っ たJ

(520） た め なのだ。 イ ザベラ の姿形を した女ゴー レ ム は、 伝統で語 られてい る よ う な思鈍だが

忠実な倹 と し て の ゴー レムではない。 女 ゴー レムはカールを 「常習的な官能』 （535） の虜にす

る。 こ の よ う に、 女 ゴー レム は一見 した と こ ろ男性の気に入 る 女性 ら し さ の要求に応 え て い る

よ う である。

しか し、 こ の作品の緩 り 手は、 女 ゴー レ ム に 関 して物認の霊場人物 た ち が知 ら ない事実を語

っ て い る 。 そ こ でまずこ の物語全体の語 り 手を焦点化す る 必要が あ る ． 実の と こ ろ、 こ の作品

の語 り 手は、 それぞれの霊場人物の感情や発言ない しは行いの動機を説明す る だけでな く 、 自

身の体験談を直接話法を用いて物結の合間 に織 り 込むな ど して 、 物語の解釈に積極的に関与 し

よ う と 試みている （52 1 ） 。 それは本1l1iの物訟を ま と め上げる さ いに も み られ、 語 り 手は物語に

意味を与 え る 役 目 を担っ て い る ので あ る。 と り わけ注目 すべき は作品の終拡に挿入 さ れた脚注

である。 こ れが唯一 こ の作品 に挿入 さ れた脚注である のだが、 そ こ で語 り 手は突然、 次の よ う

に呼びかけて い る 。

あなたがた、 芸術に多言を弄する人び と よ 、 我々 に特有の本性のあ ら ゆ る 思慮深い衝動の

中 に、 ギ リ シャ の教授のむな し く 永遠に繰 り 返す反響で も っ て則｜・びを込 め る あなたが た に 、

2否 り 手で あ る 私は こ こ で言わねばな ら ない ！ あ なたがたは 自 分た ち が アルラ ウ ンの労作

よ り は る かに優れて い る と 思い込んでいる が 、 替っ て 申 し上げよ う 、 古きやj1々 の｛象の前に

｛宇む と き の あなたがたの空虚な 目 、 使い古 さ れた幾千の言葉で古き神々 の像について意見

を述べ る あなたがたの空虚な心、 それ ら が古代の素晴 ら しい作品 の 中 に み る も の は、 哀れ

な小男 〔アルラ ウ ン〕 がその未完成の 土 く れ 〔 ゴー レム〕 の 中 にみ る も の よ り は る かに少
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ないのだ。 なぜな ら 、 土 く れは彼の手で固 め られ、 彼は相変わ らず成 し遂げる べ く 、 さ ら

に突き 進んでい く で あ ろ う か ら。 しか し、 あなたがた が.pf1々 に与えた も の は な に ひ と つ と

して な く 、 やfl々 が あ なたがたに与えた も の も なかっ た。 人工的に生命を与え られた ゴー レ

ム と い う 神々 の像はあなたがた の も の だ。 私はあなたがたの言葉を消す。 いや、 そ も そ も

宮楽なんて あなたがた にはなかっ たのだ。 あなたがた は こ の こ と を否定 し は し な いだろ う 。

立ち上が り な さ い。 そ して笑っ た り せずに、 神｛象 と 呼ぶにふ さ わ しい何か 自 分 自 身の も の

を作 り な さ い。 けれ どもあなたがたの手は常に行いに乏 し く 、 あ なたが た の 口 はき紫で満
た さ オもている。 （544)

怒 り 手は、 古代ギ リ シャ の芸術作品 に 「多言を奔す る J だけで侭 も 作 ろ う と し な い人び と を非

難 し てい る が 、 実際の と こ ろ女ゴー レムが先に もみたよ う にあ ま り 道徳的な性質を持ち合わせ

て い な い こ と に鑑み る な ら ば、 こ こ で f 自 分 自 身の も の を作 り な さ いJ と い う 忠告は、 非常・に

辛練な皮 肉 だ と い え る。 と はい え 、 こ こ で注 目 した いのは こ の引用 の意味ではな く 形式であ る。

溜 り 手が 『読者たちj ではな く 「あ なたがたj と 呼びかけ て い る こ と に 自 を 向 け たい。 こ の作

品の語 り 手は、 物語を不特定多数の読者に提示す る の ではな く 、 自 の前 に い る 人 び と （聞 き 手）

に今ま さ に語っ ている のである。 も ち ろん 目 の前 と い う 開 き 手の位置か ら 、 怒 り 手が 聞 き 手 と

同時代人である こ と はs う ま で も な い。 語 り 手はさ ら に聞き 手を限定 し て 、 「我 ら が母�l H＂イ ツ

諮J (555） と 述べる。 こ う し た一人称複数は、 別の個所では 「我々 大酒飲みに と っ てJ (536) 
と あ り 、 聞 き 手に貌近l惑を持たせ る た めに用い られている。

こ の よ う に同時代の ドイ ツ 人 に と っ て は身近な存在であ る 語 り 手は、 カ ｝ルの命 を 受 け て ユ

ダヤ人が製造 した女ゴー レムに対 し て偏見を飽いて いる。 日吾 り 手は、 聞 き 手に対 して幾度 も 女

ゴー レム の性質が製造者であ る ユ ダヤ人か ら受け継いだ も のであ る こ と を念押 しする 。 そ の性

質 と は、 「高慢、 肉欲、 寄蔽J (509） であ る。 し か し 、 い っ たい私た ち は こ の偏見に満 ちた語 り

手を信用 して いいのだろ う か。 なぜな ら 、 語 り 手がユ ダヤ人に特布 と 言っ たその性質をアルラ

ウ ン も カ ールも併II え て い る の だか ら。 アルラ ワ ンは金に汚 く 、 カ �1レは好色である。 第一、 女

ゴー レム を製造 したユダヤ人は、 そ の よ う な惑徳が ゴー レ ム に受け継がれる な ど と は実際の と

こ ろ言っ ていない。 ゴー レム製造に 関 して殺人 で あ る 諮 り 手 よ り も 、 製造者本人の言葉を信 じ

る ほ う が妥当 で あ ろ う 。 そ こ でユ ダヤ人の怒 り に も 目 を 向 けたい。 カ ールの質問 を 受 け て 、 ユ

ダヤ人は ゴー レム製造の秘密 を 次の よ う に明かす。

主な る神はなぜ他のすべて の も のができ あが っ て か ら 人聞 を創 っ たの で し ょ う か。 それは

明 ら かに、 和，.が人間の本性について考 え始めた と き すでに、 人間の本伎の う ち にその他の

も のが含 ま れていたか ら なのです。 人間の本性の う ち に他の も の が あ る と い う こ と は、 つ
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ま り 人聞の本位の う ち に はま だそれが残 っ て い る と い う こ と で も あ り ま す。 神の似姿であ

る人間は、 神が創造の さ いに用 いた正 しい言紫を知 っ てい る な ら ば、 似た よ う な も の を 作

り 出す こ と ができ る の です。 ま だ楽園があっ た こ ろ な ら 、 我々 はそ こ にあ る 土 く れ と 同 じ

だけ た く さ ん人聞 を こ し ら え る こ と が で き たで し ょ う 。 しか し我々 は楽園を追い出 さ れて

しま っ たので、 我々 の人間の 良 し悪 しは、 こ の大地の粘土が どれほ ど楽園 の粘土 と 関係が

あ る かで決ま る の です。 （509)

要する に、 人間の本位には神 に匹敵する創造力 が備わっ て い る の であ る。 しか し 、 も し人聞が

「正 しい言葉」 を知 っ て いた と して も 、 こ の大地の土が楽園の 土 と 同 じでないかぎ り 、 人間に

は 「似た よ う な も の」 しか作る こ と ができ な い。 こ こ か ら 分かる こ と は、 女 ゴー レ ム の性質が

原料 と な る 土の質に左右 されてお り 、 ユダヤ人の性質に 由 来 し て い る のではない と い う こ と で

あ る 。 も う ーっ こ こ で重要な点は、 創造のカはユダヤ人だけではな く 人間一般に備わ っ て い る

と い う こ と であ る 。 ユ ダヤ人 に よ る こ う し た経言か ら 、 こ の作品の怒 り 手が全知であ っ て も 知

っ てい る こ と を全て正 し く 語っ て いる と は限 ら な い と い う こ と が明 ら か と な る 。

以上の こ と か ら 、 こ の作品の揺 り 手が、 偏見 と 誤Ji2， と か ら な る 自 ら の解釈を強引 に物諮に導

入 して い る と いえ る。 と はい え 、 こ の語 り 手が物語を伝え る 唯一の媒介者であ る 以上、 私た ち

は こ の人物に絞 ら ざ る を え な い。 しかも fj商慢、 肉欲、 寄溜J と い う 女 ゴー レム の性質が 土 と

い う 無機質な物質に還元 さ れて し ま っ た今 こ そ 、 語 り 手が こ の物諮に持ち込んだ社会的性差 と

い う 偏見が判断の基江主 と して必嬰な の で あ る 。

2. 父権制社会の ジ エ ンダー （生殖／自然、 性的搾取／文化）
こ こ ま で、 語 り 手が ドイ ツ人であ り 反ユダヤ的傾向を持っ て い る こ と を 明 ら かに し た。 第二

f;fでは、 こ う した怒 り 手の偏見を手掛か り に こ の物語にお け る 男女の規範 と はいかな る も のか

を明確に し て い く 。 そ の さ い、 女性性の代弁者 と してイ ザベラ を 、 男性性の代弁者 と し て カ ー

ルを取 り 上げる。 こ の物語においてイ ザペ ラ に代弁 さ れ る 女性伎は、 自 然で あ る こ と と 生殖行

為 と に基づいてお り 、 カ ールに代弁 さ れ る 男性性は、 文化 と 性的搾取 と の図式を形作っ て い る。

ま ず こ う した男女の役割分担が 、 カ ーJレ と 語 り 手 と い う 男性の側の父権的な価値体系の も と

に成立 し て い る こ と を明 ら かに してお こ う 。 カ ールは、 イ ザベ ラ の正式な夫であ る こ と を主張

す る アノレラ ウ ンに 向 か つ て 「夫はあなたの主であ るべき です。 （der Mann soll dein Herr scin) J 
(545） と 翠誌の一節 を 引 用 す る 。 カ ｝ノレが こ の一節 を引合いに 出 したのは、 アルラ ウ ンではな

く 自 分 こ そイ ザベ ラ の夫に相応 しい男 であ る こ と を示すためである。 しか し こ の一節に は含み

が あ る。 こ れは創世記第 3 寧 1 6 節において神が女 （イ グ） に向かって言っ た言擦であ る。 こ の

第 3 章は、 イ グがへ ピに唆 さ れて禁断の果実を 口 にす る く だ り で あ る 。 それゆ え 同 じ 16 節で神
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は 、 イ グに子をifll.む苦 しみを与・え、 それで も なお失を主 と して終・ う よ う に と 告げ る の で あ る。

つ ま り 、 こ の 一節は単にアル ラ ウ ンに 向 け て言われたのではな く 、 イ サ’ベラ に も 向 け られてい

た の であ る 。 こ の よ う に して 、 カ ールはイ ザベ ラ に対 して父様的な位｛涯 にあ る こ と を示 し てい

る。

ま た怒 り 手 も カ ール と 同様、 イ ザベ ラ に対 して上位iこ立 と う と する。 それが 明 ら か と な る の

は 、 怒 り 手が 「我々 はイ ザベ ラ をill!の な い存在 と し て で っ ち上げたのだj (555） と 解説を加え

た と き であ る 。 こ こ で思い出 して ほ し い こ と は、 女 ゴー レ ム を 作 る よ う 命 じ た の が カ ールであ

っ た と い う こ と であ る。 カ ｝ルが女 ゴー レ ム を 作 っ た よ う に、 語 り 手はイ ザベラ を作っ たので

あ る。 さ ら に女 ゴー レ ム はイ ザベ ラ の こ と を 「神に よ っ て先に泊1） られた あ なたJ (535） と 日干ん

でい る。 つま り こ の語 り 手はイ ザベ ラ に対 してやI•の よ う な存在で も あ る 。

こ う したカー／レ と 語 り 手 と の父格的な価値観に従っ て 、 生磁 （女性） と 後的搾取 （男性） と

のこ項対立をイ ザベラ と カ ール と の違いか ら みて い き た い。 締 り 手は、 イ ザベラ が母性的な愛

と 紛争I•的な愛 と を持つ よ う に仕向 け て い る 。 こ の こ と はアルラ ウ ン を得る た めに必要な条件を

一見 しで も 明 ら かで あ る ． アルラ ウ ン を地中か ら 銅 り 起 こ す こ と がで き る のは、 「女性であ る こ

と の快楽を求めず、 愛する 人のそばにい る だけで満足 し、 全震をかけて愛す る よ う な処女」 （464)

だけである。 そ し てイ ザベ ラ がアノレ ラ ウ ン を楓 り 起 こ し た あ と 何を し た か と い う と 、 ア ル ラ ウ

ンの頭に 「黍J を撒いて髪 と し、 顔 と 思 し き 部分に f社松の核J で 目 を 、 「野ぱ ら の 実j で 口 を

はめ込んだ （469） 。 つま り 彼女は、 f小 さ な子供の よ う な （wic ein kleines Kind) J (47 1 ) も の を

作ったのである。

彼女が出来損ないの人間 〔アノレ ラ ウ ン〕 に 向 けた尋常ではな い笠情は、 な ん と 我々 を驚か

せる こ と か。 それ も彼女が君主の美 し い息子 ［カ ール〕 に唯一の愛情を示 し たあ と だっ た

のだか ら なお さ ら であ る 。 我々 が作 り 出 し た も のすべて に愛者を感 じ る こ と が 、 最 も神聖

な行いなのだ。 そ して こ の こ と は、 我々 が世間の人び と と 自 ら の醜 さ に驚 く 一方で、 我々

の心の う ち に聖書幸の言採を呼び起 こ す。 すなわち神は 自 ら が作 り 出 し た こ の世の人び と を

愛 し た。 それゆ え神は我々 にひ と り 子 キ リ ス ト を泣わ したのであ る。 （47 1 )

こ こ では 「出来損な いの人間J で あ る アル ラ ウ ンが 「世間 の人び と J に低き 換 え られる こ と で

人間の醜 さ が榔撤 さ れ、 神の愛はその闘い人間の上に も 平等に降 り 注 ぐ と い う こ と が表明 さ れ

て い る 。 そ し てやわが人間 に 向 け る 愛はイ ザベ ラ が ア／レラ ウ ンに 向 け る 愛 と 比べ られて い る 。

しか し人間の愛は神の愛 と 等 し く 無償の も のだろ う か。 イ ザベ ラ はアルラ ウ ンに肢を立てた

り 、 掘 り 起 こ した こ と を後悔 した り する。 つま り 、 イ ザベ ラ がアルラ ウ ンに示す愛が神の愛lこ

匹敵する と 解釈す る のはキ リ ス ト 教徒であ る と 目 さ れ る 怒 り 手 自 身である。 こ こ で語 り 手が行
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っ た 読み換えの手続き は、 先ほ ど と 向様に解説部分で も行われている。

あなた ［イ ザベラ 〕 の愛 は援ねつけ られで も 消 え去らなかっ た。 も う 一人 〔 ゴー レム］ は

愛を理解するこ と も 、 その価値を認める こ と もせず、 愛が一族 と なる こと、 あなたに愛さ

れて一族が 自 由 に なるこ と を知る よ し も なかっ た。 （556)

こ こ でも また 、 「援ねつ け られても」なお愛する よ う な女性を評価 しているのは語り手であ る。

なぜ女性が、 自�てい く 恋人 に執着することな く 自 ら の幸福を追求 してはいけな いのか と い う

疑問 も 抱かな い ま ま、 語 り 手 は女 ゴー レム に非難の矛先を向 けるのである。 こう した語 り 手の

女性観は、 女性を男性の下に霞いて抑圧 し よ う とする西欧の父権的な原理に立脚 している。

と はいえ父権制が成立するた めには、 女性の側lにも共犯者が必要である。 こ の物語でその役

を果たすのはブラーカ である。 プ ラ ーカ はイ ザベラ に民族の運命を託すべ く 使命を言い渡す。

おま え は この世界の半分を将来継 ぐ こ とになる人の子を産ま なければな ら な いのだよ。 そ

の子は、 権力の あ る 父の愛情を えて、 ヨ ー ロ ッ パ中に散っ ている おまえの民族の生 き 残 り

を集め、 我 ら がエ ジプ ト の居住地にi!f.！れ戻すのだ。 （493)

「 こ の世界の半分を将来継 ぐ こ と になる人J と は、 もち ろ んカ ールの こ と である。 た しかにイ

ザベ ラ はカ ールに怒かれてお り 、 愛する人の子をifff.む と い う こ と はイザベラ 自 身の喜びである

と も 考えられる。 しか し一族を導 く ためにイ ザベラ 自身ではな く 、 カ ール と の子が必要である

と い う プ ラ ーカ の主張は、 イ ザベラ 自身の選択の余地を奪っているよ う に思われる。 こ こ では

イ サ。ベ ラ 自身が望む と 望ま な いとにかかわ らず、 子を産む性 と しての女性の役割がイザベ ラ に

与 えられ、 こ れを遂行する よ う 期待 さ れている。 つま り こ う したブラ ーカ の婆求から は女性性

を生物学へ と 還元する姿勢が透けてみえるのである。

イザベ ラ が産む性 と しての女性の 代弁者だ と すると、 カ ールは反対にこ う した女性性を搾取

する{Ill］にいる。 5吾り手は、 カ ｝／レがイ ザベラ と 愛 し合っ た夜のこ と を次のよ う に諮る。

主主の内部にあったのは愛だけではなか っ た。 復轡 した い と い う 願いがあった。 なぜな ら自

分がj吹かれている と 信 じ込んでいたからで、 彼はそれだけいっ そ う 荒々 し く 手っ 取 り 早 く

彼女を 自 らの情欲の生貨に したのである。 （524)

イザベ ラ はこ こではカ ールのf�／欲の犠牲者である。 またカーノレは女 ゴー レ ム も 、 愛のた めでは

な く f常習的な官能」 のために求めるのである。 つま り 、 カ ールによっ て 代弁される父権的な
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男性 ら し さ の も と で、 女性の姓は持敬 さ れる遜命に あ る ので あ る 。

こ う した生殖 と 持取 と の図式は、 よ り 広い視野に立っ て眺め る と 自 然 と 文化 と い う こ項対立

のー要素であ る こ と が分かる。 次にイ サ・ベラ と カ ーノレ と の社会的な役割分担に考察 を加えたい。

カ ールは社会的ポス ト を手に入れる と 問時に、 人が変わ っ た よ う に 『高慢、 肉欲、 菩18iJ に 目

覚 め る 。 史実にお け る 大公カ ーJレは、 1 5 1 9 年に 1 9 白書の若 さ で神聖 ロ ーマ皇帝に即位する と 、

強大な兵を率いて帝国の領土を次か ら 次へ と 拡大 さ せた 偉大な統率者であ る。 しか し こ の物穏

において カ ールがイ ザベ ラ と 初 めて 出会 う の は、 カ ールが ま だ皇帝に即位 し てお らず、 政治的

な 立 ち｛立殴が不安定な と き であ る 。 そ の 中 で語 り 手がag.る カ ールは人間隙れ した絶対的な権力

者ではな く 、 金銭欲や肉欲に駆 り 立て られなが ら も イ ザベ ラ と の純粋な恋に葛藤す る 背年であ

る 。 カ ールは初めてイ ザベラ と 語 り 合 っ た亙の夜、 イ ザベ ラ に 向 か っ て 「あなたのためな ら お

金 を用意 し ま す よ 。 私の将来の帝国 を質に入れ る と し て も J (5 1 4） と 約束す る 。 しか し、 実際

に ロ ーマ皐帝の地位に就 く こ と が決ま っ たカ ールl士、 イ ザベラ と の関係 に迷いが生 じ る。

決君子のつかない願望が彼の心を二分 し て いた。 愛にい く ら 払 う のか、 自 ら の地位に い く ら

払 う のか、 エ ジプ ト の玄女 と 結賊 し て いい も のか、 それは 自 ら のま｛立を揺る がせには し な

いか。 (538) 

カ ールに与え られた社会的ポ ス ト は 、 彼の本性にはなかっ た権力 を彼に付与 し、 よ り 組織的で

戦略的な政治の世界に彼を組み込んでb 、 く 。

それな ら ば、 社会的ポス ト を手に入れ る 前の カ ールの無私の粉神は、 f可 も 持た な い 自 然な状

態 と みな す こ と がで き る 。 こ う した 自 然状態をイ ザペ ラ は代弁 し て い る 。 イ ザベラ は 『貧 しい

こ と の索。Vt ら し さ 」 （548） を知 っ てい る と 揺 られて い る 。 ま た先 に も 触れた よ う にイ ザベ ラ は、

物絡の初めか ら最後 ま で 『罪のないJ 人物 と して設定 されていた。 そ も そ も ジプシーであ る イ

ザベ ラ は、 財産を所有する と い う 観念 も 習慣 も持ち合わせてお ら ず、 食事す ら川 に落ちた才材禽

ですま せ る ほ どに物質的な欲塑や貨幣経済 と は無線な存在で あ る ロ

イ ザベ ラ に対 し て カ ールは 自 然状態 を維持する こ と が で き ない。 と り わけ女ゴー レムやアル

ラ ウ ン と い っ た 自 然ではない存在について知 っ た と き 、 カ ーノレは 自 ら を特別な存在 と して認識

し、 イ ザベ ラ か ら間断もてい く 。

大公はふだんの理屈の通 る あた り ま えの世界か ら 、 悦楽 と 神秘的なカ と か ら な る 不思議な

世界に一夜に して引 き ず り 込まれ、 ;r!t撃な深い物思い にふ け っ た． 彼l立内 面的に墨がひ と

つ空に引 っ 張 り 上げ られたかの よ う に、 世間の人び と の上に立 っ ていた。 こ れま では彼 ら

と 漫然 と 暮 ら して いたのに。 そ して、 こ れか ら の 自 分の一挙手一投足がすべて重要なXi':味
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を持つのではないか と 思 う よ う にな っ た。 (5 13) 

こ れ はアノレラ ウ ンの出生の秘密を知っ た と き にカ ールが抱いた印象であ る。 アノレ ラ ワ ン と い う

不思議な存在はカ ールを1!t聞 か ら述 ざけ 「空に 引 っ 張 り 上げj る こ と で、 将来カ ーJレが手にす

る 権力者 と して の地位 を カ ールに予感 させる。 さ ら に、 物話の終盤、 次期臭帝に な る こ と が明

ら かに な っ て く る と カ ールは と たんに 「 ゴー レムへの抗いがた い情欲J (528） を抱 く よ う にな

る 。

それは予想だに しない性質の衝動であ っ たが、 彼はそれを否定す る こ と も 拒否す る こ と も

でき なかった。 こ の感情が｛可か確かな も の 、 何かあ り う べき も の を必要 と している と い う

こ と さ え否定でき なかっ た。 一方でひ ょ っ と した ら そ の感情は無限の彼方へ と 夢の よ う に

咲 き 切 っ て しま う のではないか と い う こ と も 否定で き なかった． こ の よ う に心が分裂 し た

状態では、 かのi高 き 喜びの う ち の実体な き もの、 ぼんや り した も のが 、 こ の官能的な性の

勝利 に比べれば空虚で卑 しむべ き も の の よ う に思われた。 (528f.) 

こ こ で fかの高 き 喜びの う ち の実体な き も の、 ぼんや り し た も のJ と は、 イ ザベ ラ と 愛 し合 っ

た と き に感 じた幸福l惑を指 し て い る 。 権力 を手に しつつ あ る ガ ールが、 イ サ’ベラ ではな く 女 ゴ

ー レム に慈かれる理由 は次の引用 に あ る。 カ ールは女 ゴー レム と の別れ際に次の よ う な こ と を

言っ ている。

f じ ゃ あ明 日 の晩また来る よ 。 明後 日 も 、 毎晩で も 、 いや昼間だっ て 、 侠が強大な一族の

支配者 と な っ て 自 由 に な っ た ら ね。 その人た ち に も 僕 た ちの よ う に生活の愚か さ を喜ば し

い楽 しみで忘れ さ せて あ げ よ う ！ J (535) 

「生活の怨か さ J と は何か。 『強大な一族の支配者J と して 「空に引 っ 張 り 上げ られたかの よ

う にj 世間をみ る 彼の 毘 線は、 世界地図 を眺め る 目 線である。 こ う した視点に立つカ ーJレは、

貧 し さ が も た らす よ う な不安、 つま り その 日 の食料lこ病 し た り 、 雨風を し の ぐ屋根 を探 した り

と い っ た不安 と は無縁である。 彼の不安は、 持っ て い る財宝が な く な っ ていないか、 王位に揺

る ぎはないか と い う こ と に尽き る 。 カ ールが f生活の忽か � J と 呼んでいる も のは、 保障のな

い生活の こ ま ごま と した こ と であ る のだ。 そ う した保降 と い っ た も の は放浪の民であ る イ ザベ

ラ に と っ て はまE椅で しかなかっ た。

社会的ポス ト が カ ールに与 えた権力は、 こ こ で も ま た階層的な二項対立を作 り 出 し て い る 。

一方には社会t脳級に縛 られな いイ ザベラ がお り 、 他方には君主ltilJ と い う 奇射能 に加する カ ールが
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い る 。 こ の よ う なイ ザベ ラ の 自 然な状態 と 差異化 して、 カ ールを文化の代弁者 と みなす こ と は

可能であ ろ う 。 こ こ か ら カ ール と イ ザベ ラ と が 、 文化 と 自 然 と い う こ項対立の図式を作 り 出 し

て い る こ と が分かる。 こ こ ま で明 ら かに し た こ と は、 イ ザベラ に よ っ て 自 然 と 生殖 と が表象 さ

れ、 カ ールに よ っ て 文化 と 性的搾取 と が表象 さ れて い る と い う 男女の二項対立であ っ た。 そ し

て こ の二項対立は、 父梅1ttリの階層的な図式の も と 上 と 下 と に配鐙 さ れ る のである．

3. 境界に立つ女ゴー レム
冒頭で予告 し た よ う に、 女 ゴー レ ム は こ の よ う な父権保lj の も と に形成 さ れた ジ ェ ン ダー に撹

乱 を も た らす。 それは、 彼女の内に秘め られた制御不能性のモ チー フ に よ る。 た しかに女 ゴー

レム を製造 し たユ ダヤ人は、 ゴー レ ム を製造 した こ と で不幸が起 こ る だろ う こ と を警告 してい

た。

伝統の ゴー レ ム は、 肉体が大 き く な り す ぎた た め に製造者を抑 しつぶ し て し ま っ たが、 女 ゴ

ー レ ム は伝説の ゴ｝ レム と は異な り 肉 体的な強大 さ は備 え ていない。 彼女が備 え て い る のは、

美 し いイ ザベ ラ か ら受け継いだその似姿であ る。 し か も 彼女は本物のイ ザベ ラ よ り も 美 し く 富市

り 立て る こ と に よ っ て 、 イ ザベ ラ の地位を完全に乗 っ 取 る こ と に成功す る。 カ ール も アノレ ラ ウ

ン も 、 イ ザベ ラ ではな く 女 ゴー レムに恋をす る の で あ る 。 こ う した事態はカ ールの意図 に反 し

て い る 。 カ ールは、 アルラ ウ ンをj炊き 排除する た め に 、 女 ゴ｝ レム を作 らせたはずであ っ た。

それがカール自 身が女ゴー レ ムのj携に な っ て し ま う の で あ る。 現にカ ｝／レは女 ゴー レ ム を偽物

だ と 見抜 く こ と が で き な い。

ゴー レム のベラ は何につけて も 自 然に答えたので、 彼 は彼女がま � か人形である と は疑い

も し なかっ た。 それに、 彼は 自 ら の鋭い 目 をj吹 く ほ どの知党の錯覚 を起 こ さ せ る技術な ど

あ り えない と 思い込んでいたの で あ る 。 （523f.)

こ こ でカールが 自 ら の 目 を欺 く ほ どの技術な どあ り は し な い と 考えて い る こ と に注 目 したい。

カ ールは 自 ら の 自 に金憾の依願を置いて い る の だ。 罰 に対す る ｛剖筑はカ ールにのみみ ら れ る こ

と ではな く イ ザベ ラ に も み られる。 それは、 アルラ ウ ンが眼鏡をかけ て （つま り 学者ぶっ て）

世間に対 して考え ら れる 限 り の｝.！L声を浴びせて い る 場面にあ ら われて い る 。

そ こ で彼女はついタを あげて泣いて し ま っ た。 そ して も はや 自 を上げる こ と ができ なかっ

た。 なぜな ら 白 こ そ人間に関わる も のの う ちで最 も 信頼のお け る も のだか ら であ る 。 も し、

自 然の衰えが、 愛す る 人 と 私た ち と の問に、 そ の よ う な硬 く 冷淡に濁っ たガラ ス を必要 と

する な ら ば、 それはおそ ら く 絶望的な こ と ではな いだろ う か。 ふだんは空気 と 光の 中 に喜
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びを求め る 知覚が、 今や大地の固いカの劫け を必要 と する様をみな ければな ら ない と した

ら 、 こ の こ と は眼光鋭い人 に め ま い を 起 こ さ せる こ と だろ う 。 そ の 助 け が知党の低下ない

しは破線を も た ら す こ と は必然である。 眼鏡 と い う も のは、 も っ と も恐る べき 監獄であ り 、

そ こ か らみる と 世界全体は変わっ て し ま っ た よ う にみえ る のだ。 た だ慣れて し ま え ば、 レ

ンズを通 して現れる こ の世界を前に した驚樗 も 消 え て し ま う も のだ。 （473f.)

こ こ では、 眼鏡が f最 も 恐る べ き 監獄J と して拒否 され、 裸眼でみた も の こ そ本 当 の も の の姿

と して賞E賛 さ れる 。 こ う した 自 に対す る信頼は、 結果 と して、 本来な ら ば知覚を強化する はず

の眼鏡 と い う 科学技術を逆に怪 しい も のへ と 暖め る 。 な る ほ どた しかに、 イ ザベ ラ と カ ールは、

アルラ ウ ンや女 ゴー レム と いっ た科学では説明 のつかない不思議な存在に取 り 囲 まれて い る の

で あ る か ら 、 それに比べれば科学技術な ど劣っ た も のであ る か も しれな い。 こ こ にイ ザベラ と

カ ールに共通点を見出すこ と ができ る 。 それは、 ど ち ら も 女 ゴー レム に抵抗する術を持っ てい

な い と い う 点、であ る 。 つま り 、 彼 ら の 油断が女 ゴー レムのfl�）街i不能を招いた と いえ る 。

女 ゴー レム は 、 イ ザベ ラ の似姿でカ ーノレを惑わす こ と で、 イ ザベ ラ の一途な愛に疑問符 を突

き 付 け る 。 そ して 、 女 ゴー レム は カ ールに よ る性的熊取の意味 も 自 分の都合の 良 い よ う にす り

替える。 女 ゴー レ ム に と っ て 、 ア／レラ ウ ン と 結婚 し ていなが ら 、 カ ー／レ と 関係を持つ こ と は鎮

ではない。 女 ゴー レ ムが提示す る の は愛の多様性であ り 、 彼女は生砲 と い う 生物学的 な女性 ら

し さ に紛 られる こ と が な いのである。 ま た女 ゴー レムは、 イ ザベラ の よ う な消貧に甘ん じず、

アルラ ウ ンやカ ールが好む よ う に着飾っ て い る に も かかわ らず、 二人 と も 女 ゴー レム が偽物で

あ る こ と に気が付かないe そ の う え女 ゴー レ ム は 「約束 し た真珠、 忘れないでね。 J (535） と カ

ールに宝石 をねだる。 それで も カ ールは、 女 ゴー レムがイ ザベ ラ ではない こ と に疑問を抱かな

いのである。 カ ールに と っ て 自 然 と 文化の二項対立は非常に唆旅な も のである のだ．

おわ り にー→党乱する女ゴー レム
以上にみて き た よ う に、 生殖／ 自 然 と 性的搾取／文化 と い う 階層化 さ れた社会の務概念に 、

イ ザベラ の模造品 で あ る 女 ゴー レ ム を投入す る と 、 そ う した諸概念の二項対立は、 父権的な秩

序の も と に、 平和的 に上下の関係を結んで い る こ と が分かる。 こ う した平和な秩序を撹乱する

のが女ゴー レ ム な のであ る。 撹乱の化学反応は、 女 ゴー レム と イ ザベ ラ が対時 した と き に起 こ

る。 カ ールは、 「知覚の錯覚」 が起 き る こ と 惑と も っ と も 恐れていた。 つま り カ ールは、 女 ゴー レ

ム を本物の イ ザベラ だ と 信 じ て い た の で あ る 。 それゆ え に女 ゴー レム に欺かれて いた こ と が明

ら かに な る と 、 猛然 と 女 ゴー レム に怒 り をぶつけ る ので あ る 。 しか しそれは、 カ ールが代弁す

る 父権的な秩序の 中 に 、 女 ゴー レム と 本物のイ ザベラ と の混同を許す余地が あ っ た こ と への怒

り で も あ る 。 こ う した女ゴー レム が教えて く れる こ と は、 カ ールが父権制の絶対的な権化では
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な く 、 ア イ デンテ ィ テ ィ の揺 ら ぎを抱えた人R円 で あ る と い う こ と であ る 。 カ ーノレのアイ デ ンテ

ィ テ ィ は明確な性差に よ っ て規定で き る も のではないのだ。 と i立いえ、 女 ゴー レムが提示す る

よ う な愛の多徴性は、 も ち ろんキ リ ス ト 教的な秩序において許 される も のではない。 それゆえ

に 、 カ ールは女 ゴー レム の誘惑か ら逃れる た め に 「翠者」 （552） にな ら な ければな ら な い。 こ

の物語において女 ゴー レ ム に はネガテ ィ プな評価が与え られている と い え る 。 こ の よ う に して

女 ゴー レムは、 人類最初の女がア ダ ム にすでに 内包 されていた よ う に、 父権制の内側か ら そ の

秩序 を撹乱す る のであ る。
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”Die“ Golem auf der Grenze 
- Gender Studie zu Achim von Arnims Isabella von A."gypten 一

NAKAOKA Shoko 

Als die Golem-Sage, d巴ren Entstehung mit dem biblischen Bericht der Erschaffung 

Adams zusammenhiingt, durch Jakob Grimm unter den deutschen Romantikem bekannt 

gemacht wurde, war ”Golem“ ein mannliches Hauptwort. Achim von Amim hingegen hat das 

Wort in seiner Erzlihlung Isabella von A."gypten, Kaiser Karl des Filnften erste Jugendliebe 

( 1 8 1 2) auch als Femininum benutzt. Zwar setzt sich Arnim anhand von Grimms Sage mit 

dem Golemstoff auseinander, doch seine Golem spielt eine andere Rol le  als die Sagenfigur. 

Wahrend der Golem der Sage ein stummer Diener ist, der am Ende seinen Schopfer mit 

seiner Ubermenschl ichen Kraft Uberwaltigt, wird die Golem in Arnims Erzahlung zu einer 

schonen Verfuhrerin .  

Die bisherigen Untersuchungen Uber diese Erziihlung gehen kaum auf die Frage ein, 

warum der Golem (Adam) bei Arnim ein anderes Geschlecht erhalt. Nach Auskunfi der Bibel 

wurde die erste Frau nicht wie der Mann aus Erde geschaffen, sondem aus einer Rippe 

Adams. Dies konnte man so verstehen, dass Eva bereits bei seiner Erschaffung in Adam 

enthalten waじ sozusagen von Gott in ihn eingebettet wurde. Es ist daher nicht ganz abwegig 

anzunehmen, dass der Golem, das Abbi ld Adams, ebenぬlls weibliche Aspekte in sich birgt. 

Demnach !age bei dem/der Golem keine klare Grenzziehung zwischen den dichotomischen 

Kategorien Mannlichkeit und Weibl ichkeit 切ら sondern es kame gerade ihre Zweideutigkeit 

ans Licht. Auf der Grenze zwischen den beiden Kategorien sti:irt die Golem Arnims die 

patriarchalische Ordnung der ”weil3en“ westlichen Kultur. 

Der Erzahler in Isabella von A."gypten berichtet die Handlung und erklart ihre Bedeutung, 

die die Figuren selbst gar nicht erkennen. Er spricht nicht nur Uber die Ereignisse, die Figuren 

und ihre Motive, sondern auch Uber seine eigenen Erfahrungen. Es ist klar, dass der Erzahler 

ein Zeitgenosse der Leser sein sol l, weil er sie mit ぷuch＇‘ anredet. Er e1説hit ihnen zwar von 

Isabella, aber bringt auch sich selbst ins Spiel. Da er Uber ”unsere deutsche 

Muttersprache“ redet, sind seine intendierten Leser deutschsprachig. Zudem erheischt er wohl 
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ihre Sympathie, indem er sich mit der Formulierung ,,uns Weintrinkern“ i n  ihre Zahl ei nreiht. 

Der Erzahler hebt hervor, <lass die Golem von ihrem ji.idischen Schopfer die drei Laster 

Hochmut, Wollust und Geiz ererbt habe. Doch konnen wir seiner Aussage nicht blind 

vertrauen, wei l  der Jude, der sie hergestel l t  hat, die Herkun仕 dieser Laster anders begriindet: 

I、fach Meinung der Juden stammen ihre Eigenschaften aus der Qual itiit des Leims. Der Jude 

sagt, die Menschen seien um so viel schlechter, wie der Leim dieser Welt im Vergleich zum 

Leim des Paradieses. Somit bingen also die Identitlit der Golem und ihr Geschlecht von der 

Qual itiit des anorganischen Leimes ab. 

H ierin kommt eine patriarchal ische Einstellung zum Ausdrnck. So wie Karl der Herr der 

Golem ist, bezeicl】net sich der Erzahler als der Schopfer von Isabel la, wenn er am Schluss der 

Erzahlung sagt, er habe sie ,,schuldlos“ ぷrfunden“. In beiden Fal len stehen die Kategoricn 

von Weibl ichkeit und Miinnl ichkeit unter dem Ein fluss eines patriarchal ischen Weltbi lds. 

Einerseits reprasentiert Isabel la d ie Weibl ichkeit. Der Erzahler schiitzt ihre Liebe hoch, 

wei l  sie trotz ihrer Verschmiihung nicht untergegangen sei.  Isabel la soil dem Erzh巴rzog Karl 

ein Kind gebiiren und ihr Volk nach Agypten zuri.ickfiihren. Warum kann sie aber nicht olme 

ihr Kind zur Ftihrerin werden? !hr Geschlecht scheint auf das biologisch巴 Gebiet der 

Sexual it1it reduziert. Anderseits beutet Karl ihre weibliche Sexualitiit aus. Wiihrend er als 

sp1iterer Kaiser dem Bereich der Kultur angehoπ， reprasentiert die zigeunerische Isabella den 

Bereich der Natur. 

Die Golem dagegen 】＜ann mit keinem der beiden Bereiche identifiziert werden. Zwar ist 

sie das Ebenbi ld von Isabella, aber nicht ,,schuldlos". Karl verfrll l t  der priichtigeren Golem, 

die er 俗r Is ab巴Ila hillt, und erkennt ihre Falschheit nicht, ,,da er die tiluschende Kunst d巴r

Sinne fur unfiihig achtete, sein scharfes Auge zu tiiuschen“. Auf der anderen Seite vertraut 

Isabella dem sinnlichen Augenschein. Beide aber !assen sich von der Golem betrugen, die 

weder durch biologische Weibl ichkeit noch durch patriarchalisch-soziale Miinnlichl叩it

bestimmt ist und erfasst werden kann. 

Die Rol le, welche die Golem spielt, macht deutlich, dass in der Erz出lung Weibl ichkeit 

und Miinnl ichkeit in  einer hierarchisch-patriarchal ischen Sozialstruktur 仕iedlich koexistieren 

sol l en. Solange Karl ein Verhiiltnis mit der diese Struktur ge俗hrdenden Go！巴m hat, ist er ein 

Leidender. トfachdem er sich dann von ihrem destruktiven Zauber befreit hat, wird er zu einem 

,,Heil igen“. Kraft ihrer zweideutigen Identitiit verwiπt die Golem die patriarchalische 

Weltanschauung, so wie es schon in der Geschichte von Eva und Adam angelegt ist. 
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